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2. エネルギーコスト削減への盈り組み
(1 )苛性ソーダ製法完'!f生産量と電力原単位の推移
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この40年間での電力原単位削減 1100kWh/t

日本の二酸化炭素削減 160万トン/年 (2006年生産量ベース}
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5 3. 電解槽構造の改良
(1)電解構改良推移

( 電解槽形式の変遷 i 
t.ン:強制循環 ト:.1f:・ト.. ， 省然循環.. . .・.・

電極間雌(1-3mm) ][ ゼロギャップ

4 
(2) 電解電圧の推移

Fig.3 イオン交換膜法電解電圧推移(1992年以前は6kA/m2換算)
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4. 低電圧への取り絡み

(1)電極間距離の電圧に与える影響

ゼロギャップ構造に必要な条件

6 

Fig.6 電極間距雌と電圧変化
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高電流密度対応 FlniteGap 
電解槽性能

条件 6kAlm2， 32"10 Na倒
銀 F611l1
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Elec甘odegap (mm) 

1.0 。。

① 電圧 3.18-3.201 
電流効率 96-97. 5軸

② 陽極室内湿度分布

セル内塩水;強度差 MaxO.25N 
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③セル内圧力緩動
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旭化成 FiniteGap Cell構造図Fig.5 
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(3)電極の性能向上

Zero Gap用陰極
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そ態管務然宇野?簿澄:
高電流密度対応 ZeroGap電解槽性能
条件 6kAlm2， 32"10 NaOH，膜 F6801

Rib 
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まとめ

-工業電解技術

世界で初めてのイオン交換膜法クロルアルカリプラントが、稼動して
以来、 36年が経過した。この間、日本の技術は、電解槽、電極、イ
オン交換膜の性能、生産技術、オペレーションいずれをとっても世界
をリードしてきた。現在イオン交換膜法は、苛性ソーダ生産設備の約
75%に達しており、生産能力は世界全体で6，500万トン以上にも
なっている。その中で、日本の技術の占める割合は、約80%にまで
達している。

クロルアルカリ電解槽で培った大型電解槽の製造技術、複極式
電解槽構造、活性陰極、電極構造等には、長期の実績がある。

これらの技術は、機々な電解に適用可能である。特に水電解糟に
は共通する部分が多く、今までの水電解槽の技術を革新して、クロ
ルアルカリの技術と同織、世界に普及できる妓術とすることができる
可能性が高い。
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(3) イオン交換撲の性能向上

膜電圧ロスの低減
6kA/m2， 32%NaOH， 900C 
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将来予想

量宣車阜

膜表面コーティング、ポリマー織成の変更、犠牲芯材の導
入、表面形状・芯材によるゼロギャップ対応

F6801 F4401 F4203 F4202 F4201 F4100 
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